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東京都における支援の流れ

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

ウクライナ避難民
ワンストップ
相談窓口

都の
一時滞在ホテル

都営住宅
入居

入居後

国の一時滞在ホテル

身
元
保
証
人
が
い
な
い
避
難
者

身
元
保
証
人
が
い
る
避
難
者

東京都

マッチング
成立

様々な主体による支援

区市町村

国際交流
協会

NPO
社会福祉
協議会

東京都 つながり
創生財団

東京都

日本
YMCA
同盟



東京都内のウクライナ避難民の人数（入管庁提供データより都が集計）
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以下、入管庁へ確認した事項
※対象：入国時点で避難目的であることが確認できた人
※住所：本人の申し出ベースのため、その当人が確実にその場所にいるどうかは把握していない

※１ 全在留者数
※２ 住居地未届出、「短期滞在」の者で入国時に
都内を連絡先としている者を含む

ポプートヌィク・トーキョー活動報告



生活文化スポーツ局の支援事業

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

避難者の複雑な困難を把握し、各々の状況に寄り添った支援が必要

「ウクライナ避難民ワンストップ相談窓口」の開設

➡ 東京都つながり創生財団にて「TMCナビ」を拡充し、避難者及び支援者向け相談窓口を運営

支援事業「ポプートヌィク・トーキョー」の開始

➡ 都・つながり創生財団・日本YMCA同盟が連携、避難者への伴走と支援策とのマッチングを実施

• 住まいに加え、言葉、医療、教育、就業など、様々な困難を抱えている方が多い

• 長引く避難生活の中で孤立の危機、メンタル面の不調も

• 2022年11月現在、日本に避難したウクライナ人は約2,000人、そのうち東京都には約
500人が居住

• 都は、都営住宅に約300人を受け入れるほか、区市と連携して避難者の生活面を支援



ポプートヌィク・トーキョーとは

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

実施体制

各主体が得意分野に応じて
役割分担し、連携・相互補完

三者
協定

避難者の状況把握、課題整理、

マッチング支援

交流の機会の企画・実施

国際交流協会や外国人支援団
体等との連絡調整

ワンストップ相談との連携

つなぎ先や都への言語支援

都庁各局施策との連携

国・区市町村との連絡調整

区市町村をはじめ支援主体と
情報共有等の機会の設定

（生活文化スポーツ局）

○実施主体

東京都 ・（一財）東京都つながり創生財団・（公財）日本YMCA同盟の協働



ポプートヌィク・トーキョーとは

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

① 避難者への生活オリエンテーションを通じた情報提供

② 避難者への個別訪問、対面による聞き取りを通じたニーズや状況の把握

③ 把握した困りごとに対し、区市町村・支援団体等と連携し、支援策につなぐ

④ 課題や支援方法について区市町村等との情報共有・意見交換の機会を設定

⑤ 交流イベントを実施し、支援の輪を広げる

※ 支援の対象は、都営住宅に住む方に限らない

○主な取組

避難者の孤立、孤独を防ぎ、地域で自立して安定した日常生活を送れるように、

それぞれの状況に寄り添いながら支援を行う

※Попутник (ポプートヌィク)…ウクライナ語で「寄り添う伴走者」

○ミッション



① 生活オリエンテーションの実施

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

○概要

• 都営住宅に入居する前に「一時滞在ホテル」で日本での生活に関する情報を提供

• 7月13日より、2週間に1回の頻度で実施

• 当初は都の一時滞在ホテル宿泊者のみを対象としたが、それ以外の避難者にも拡大

○内容

• ゴミの分別や熱中症対策などの基本情報

• スーパーやドラッグストアの活用方法

• 仕事の探し方、相談先の情報

• 参加者からの質問応答 など

基本的な情報の提供によってスムーズな生活のスタートをアシストするとともに、

入居前から避難者につながることで初期段階でのニーズの把握・寄り添いにつなぐ



② 個別訪問、対面による聞き取り（マッチング）

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

• 都営住宅に避難している方を中心に、週に１０
～２０件ほど個別訪問を実施

• 聞き取ったニーズや困りごとを都やつながり創
生財団にも共有し、必要な支援につなぐ

• 困難を抱える避難民を含め、支援につないだあ
とも継続して寄り添い、見守りを行う

○概要

○主な支援のつなぎ先

• 【日本語】区市町村・国際交流協会から地域の日
本語教室、国のオンライン講座

• 【就業】ハローワーク

• 【教育】区市町村、子ども・学習支援のNPO

• 【医療・メンタル】医療機関・相談機関

• 【物資】FRESCや外国人支援や地域福祉のNPO

マッチング内容（11月15日時点）

相談分類 件数

物資 32

日本語 30

就業 29

手続き 37

財政 14

教育 37

医療・メンタル 34

生活・やりがい 12

その他 19

計 ２４４件



② 個別訪問、対面による聞き取り（マッチング）

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

○事例

• 就業の希望を持つ方に対し、ハロー
ワーク・その後の面談に同行した

• 前期高齢者からコルセット（腰・
足）の希望があり、自治体につない
だ

→ 介護保険で提供

• 体調の不調を訴える方に対し、病院
を探し、予約、当日の受診付き添い
をした

• 行政から送付される通知や払込み書
などの開封・内容確認や、行政への
申請手続きをサポートした（様式入
手や翻訳）



② 個別訪問、対面による聞き取り（マッチング）

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

○事例

• 国のオンライン日本語教育プログラ
ムを希望する方を自治体の窓口につ
ないだ

• 本格的に日本語を学びたい方に、奨
学金制度などがある日本語学校を紹
介

• 日本語教育を希望する児童をNPOの
教室につないだ

• 自治体や国の日本語教室についてい
けなくなった方について、自治体に
状況を伝え、自治体のボランティア
日本語教室等につないだ



② 個別訪問、対面による聞き取り（マッチング）

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

○事例

• 学校での言語サポートが適用されていなかった公立中
学生について、自治体に連絡

→自治体から学校に働きかけてサポート可能に

• 中学生相当の児童の就学先について、ウクライナと日
本の教育システムの違いを説明しながら、本人・家族
の希望を踏まえた選択肢を提案した

• 生活に必要な備品などは、ニーズを聞き取って、入手
につながる情報提供を行った

• 17歳の家族を呼び寄せたが、未成年のため、単独で民
間・都営住宅への入居ができず、調整が難航した
（16歳までは単独での出国は認められない）



③ 区市町村との連携 ～支援先リストの作成・提供～

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

• 避難者が利用することができるツールや支援策について、「相談受付」

や「住居」、「日本語教育」など分野別にまとめ、リストとして提供



③ 区市町村との連携 ～生活ガイド・防災リーフレット等の作成～

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

※チラシのPDFデータについては、後日生活文化スポーツ局のウエブサイトに掲載予定です。

【防災リーフレット】

【生活ガイド】
【ベビーシッター利用支援制度チラシ】

• 生活や防災など、避難者全てに知っていただきたい情報をまとめたリー

フレットや、日本語教育・通訳・ベビーシッターなどの利用につながる

チラシなどをウクライナ語、ロシア語で作成



③ 区市町村との連携 ～日本語教育・通訳支援チラシの作成～

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

※チラシのPDFデータについては、後日生活文化スポーツ局のウエブサイトに掲載予定です。

【日本語学習の支援情報をまとめたリーフレット】 【通訳支援情報チラシ】

• 生活や防災など、避難者全てに知っていただきたい情報をまとめたリー

フレットや、日本語教育・通訳・ベビーシッターなどの利用につながる

チラシなどをウクライナ語、ロシア語で作成



③ 区市町村との連携 ～東京都各局が実施する支援策～

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

ベビーシッター利用支援（無償でのベビーシッターサービス提供）

こころの相談（TMCナビと精神保健福祉センターとの連携推進）

都営交通一日乗車券の提供 など

• 東京都各局において実施している支援策とのマッチングも推進

• 都営住宅における交流イベント「東京みんなでサロン」の活用

サロンの場を活用し、区市町村から情報提供等を実施



④ 情報共有・意見交換の機会の設定

○ウクライナ避難民支援連携フォーラム

• オリエンテーションや個別訪問により集めた課題、国や区市町村との連携・調整状

況、活用可能な支援策など、ポプートヌィク・トーキョーの事業報告と情報共有を

図り、意見交換することを目的としたフォーラムを開催

【第１弾】
８月２日（火）開催
区市町村・国際交流協会を対象に、
ポプートヌィク・トーキョーの事業説明・受入自治体からの事例共有を目的に開催

【第２弾】
11月24日（木） ※本フォーラムです
呼びかけの対象範囲を広げ、広くウクライナ避難者支援に携わる団体に
ポプートヌィク・トーキョーの事業報告や課題、情報共有と意見交換を図る

今後も随時開催し、国・区市町村・支援団体等の情報収集・意見交換の場として東京

都域全体の取組を底上げするとともに、支援の長期化に備えていく

ポプートヌィク・トーキョー活動報告



◆ 日程：2022年11月5日（土）

◆ カード：Jリーグ第34節（最終戦）FC東京×川崎フロンターレ＠味の素スタジアム

◆ 参加 避難者・支援者：24名、アテンド・同行等：9名

◆ コンセプト：
FC東京とホームタウン東京都が連携し、ウクライナから避難されている方々とその
支援者に、スポーツを通じて交流し、日本での生活をより楽しむ機会を提供

• 避難者の方々は熱心に観戦し、試合終了後は記念
撮影を行う姿が多く見られた

• 家族以外の避難者と初めて会う参加者もおり、ウ
クライナ語で交流を楽しんでいた

• 参加家族からは「ありがとうございました。とて
も楽しい試合でした。ポジティブな感情をたくさ
ん持つことができました。 皆様に感謝をお伝えく
ださい」とのメッセージ

○ FC東京×ポプートヌィク・トーキョー 避難民観戦招待

⑤ 交流イベントの開催 ～ＦＣ東京との連携～

ポプートヌィク・トーキョー活動報告



⑤ 交流イベントの開催 ～ＦＣ東京との連携～

当日の様子

Ukrainian evacuees welcomed at FC Tokyo season finale （THE JAPAN TIMES）

https://www.japantimes.co.jp/sports/2022/11/14/soccer/j-league/fc-tokyo-ukraine-invitation/

ポプートヌィク・トーキョー活動報告

https://www.japantimes.co.jp/sports/2022/11/14/soccer/j-league/fc-tokyo-ukraine-invitation/

